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丸
善
雄
松
堂
は
４
月
25
日

に
開
い
た
定
時
株
主
総
会
と

取
締
役
会
で
、
新
役
員
体
制

を
決
め
た
。
松
尾
英
介
取
締

役
が
退
任
し
顧
問
に
就
任
、

上
野
裕
司
執
行
役
員
が
退
任

し
た
。

株式会社世界文化ホールディングス株式会社世界文化ホールディングス

「出版 ERP」をクラウド化
　在宅利用も可能に

加速する加速する
出版流通システム出版流通システム

左から高橋副本部長、小杉取締役（世界文化ブッ
クス）、小俣部長（世界文化ホールディングス）

WBC 閉幕の 5 日後に発
売し 22 万部に達したメ
モリアルフォトブック

1964 年 の 東 京 オ リ ン
ピック直後に刊行し 40
万部を販売した記録集

　株式会社世界文化ホールディングスは、販
売管理や資材原価管理などに光和コンピュー
ターの「出版 ERP」を利用しているが、販
売管理システムのバージョンアップでクラウ
ド化し、コロナ禍で在宅利用も可能にした。

株式会社世界文化ホールディングス
代表者：鈴木美奈子
所在地：〒 102-0073 
　　　　東京都千代田区九段北 4-2-29

子ども向け「マンガ新聞」からスタート
　同社は終戦直後の 1946 年に創業した子供マン
ガ新聞社を出発点とし、1954 年には世界文化社
となり、さまざまな全集を刊行、1958 年には同
社を代表する『家庭画報』が創刊された。当時は
訪問販売での直販が主流であったが、その後、同
誌を扱いたいという書店からの要望に応えるかた
ちで、市販ルートでの雑誌、書籍販売が拡大して
いった。

クス取締役セールスマーケティング本部本部長の
小杉繁則氏は説明する。
　書籍、ムックの新刊点数は年間 200 点、稼働点
数は 1500 点余になる。関連雑誌からの単行本化
をはじめとして、料理や茶道、着物、健康などの
実用書がこれまでは多かったが、グループ各社の
積極的な刊行計画のもと、児童書の刊行が年々、
増加傾向にある。
　また最近では 3 月に開かれた第 5 回ワールド・
ベースボール・クラシック（WBC）の決勝戦 5 日
後に刊行した『WBC2023 メモリアルフォトブッ
ク』が 22 万部に達するヒットになったが、2019 年
に日本で開催されたラグビーワールドカップ以

インボイス制度については当面、クラウド型の経
費精算サービスを利用して対応する考えだ。
　一方の資材原価管理については、出版業界の特
殊な計算があるため、どのようにリプレイスする
か、サーバーのクラウド移行など含め、検討・情
報収集を行っている。

AWS でクラウド化
　システムはかつてオフコンで運用していた
が、PC サ ー バ ー に 移 行 す る た め、2003 年 に

「X-Payment」よる支払システムを構築したのを
手始めに、2007 年には販売管理なども光和コン
ピューターの PC サーバーシステム「出版 ERP」
を導入。さらに、導入して 10 年以上を経た 2020
年のバージョンアップで、自社サーバーから
AWS（Amazon Web Services）に移行しクラ
ウド化。「遠隔で常時監視してもらえますし、ト
ラブルのときにわざわざ担当者に来てもらう必要
がないので対応のタイムラグがなくなりました」
と世界文化ホールディングス財務部 ICT 室担当
部長の小俣善嗣氏はメリットを述べる。
　ただ、この段階ではセキュリティーを確保する
ため社内ネットワークからの利用に限ってい
た。一方で、グループ全体で女性社員が半数を超
え、多様な働き方の実現など働き方改革が求
められていたことから、コロナ禍前から社員
が社内メールを確認できる iPhone を支給する
などリモートワークの準備を進めており、販
売 管 理 シ ス テ ム も NTT コ ミ ュ ニ ケーション
ズのリモートアクセスシステムを導入するなど
し て、 コ ロ ナ 禍 で の 在 宅 利 用 を 可 能 に し た。
　いま、システムの優先課題はインボイス制度へ
の対応と資材原価管理システムのリプレイスだ。

　2020 年、持株会社制へ移行および分社化した
同社は、現在、株式会社世界文化ホールディン
グスのもと、『家庭画報』を核とした出版事業か
ら、イベント、カルチャースクール、通販事業、
旅行業へとブランド展開をする株式会社世界文化
社、実用書籍・ムック、児童書、コミックの刊行
と、グループ内の出版販売、営業を担う株式会社
世界文化ブックス、『Begin』ブランドをはじめ
とした出版事業から、WEB メディア、通販事業
を展開する株式会社 Begin、保育・介護関連出版、
関連事業を手掛ける株式会社世界文化ワンダーグ
ループの 5 社で構成される。
　グループで発行する主な雑誌は『家庭画報』の
ほ か、『Begin』『LaLa Begin』『 時 計 Begin』

『MEN‘S EX』『きものサロン』『PriPri』『PriPri
パレット』『レクリエ』『へるぱる』など。いまも
雑誌に関連する売り上げは大きいが、「近年は書
籍の比重も大きくなっています」と世界文化ブッ

降、世界的なスポーツイベントに際し、関連ムッ
クの刊行を計画的に継続してきた。同社はかつて
1964 年の東京オリンピック閉幕直後に『東京オリ
ンピックブック』を刊行し、40 万部を完売させた
経験を持っており、世界文化ブックスセールス
マーケティング本部副本部長の高橋友彦氏は「こ
うした伝統が今回のヒットにもつながったので
は」と話す。

　
出
版
文
化
産
業
振
興
財
団

（
Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
）
は
、
政
府
が

出
版
や
書
店
を
支
援
し
て
い

る
韓
国
の
状
況
を
調
査
す
る

た
め
、
４
月
24
日
か
ら
26
日

の
期
間
で
視
察
団
を
派
遣
。

公
共
図
書
館
や
書
店
、
書
店

組
合
、
政
府
機
関
で
あ
る
韓

国
出
版
文
化
産
業
振
興
院
な

ど
を
訪
ね
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
。
さ
ら
に
振
興
院
と
は

今
後
の
協
力
を
約
す
る
協
約

を
締
結
し
た
。

　
視
察
団
は
Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
・
近

藤
敏
貴
理
事
長（
ト
ー
ハ
ン
）

を
は
じ
め
と
し
て
、
同
・
松

木
修
一
専
務
理
事
、
日
本
書

店
商
業
組
合
連
合
会
・
矢
幡

秀
治
会
長（
真
光
書
店
）、同・

深
田
健
治
副
会
長
（
ブ
ッ
ク

ス
ふ
か
だ
）、
同
・
春
井
宏

之
副
会
長
（
岡
崎
正
文
館
書

店
）、
日
本
出
版
取
次
協
会・

奥
村
景
二
副
会
長
（
日
本
出

版
販
売
）、
書
店
新
風
会
・

大
垣
守
弘
会
長（
大
垣
書
店
）

な
ど
が
参
加
し
た
。

　
ソ
ウ
ル
市
中
央
図
書
館
、

韓
国
書
店
組
合
連
合
会
、
コ

ヤ
ン
市
中
央
図
書
館
、
漢
陽

文
庫
（
書
店
）、
パ
ジ
ュ
出

版
都
市
、
チ
ョ
モ
本
屋
（
協

同
組
合
書
店
）、
振
興
院
ソ

ウ
ル
事
務
所
を
訪
ね
た
。

　
図
書
館
視
察
で
は
、
い
ず

れ
の
図
書
館
も「
図
書
館（
自

治
体
）
の
使
命
は
地
域
書
店

の
活
性
化
」
と
表
明
し
た
。

　
ま
た
、
そ
う
し
た
地
域
書

店
を
支
援
す
る
意
識
は
自
治

体
発
で
醸
成
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。
さ
ら
に
、
国
に
よ
る

Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ 

韓
国
に
視
察
団
を
派
遣

書店支援政策   基礎自治体の取り組みが発端

書
店
支
援
政
策
も
ソ
ウ
ル
市

な
ど
基
礎
自
治
体
の
活
動
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、「
自

治
体
に
動
い
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
だ
と
感
じ
た
」
と
松

木
専
務
理
事
は
印
象
を
述
べ

る
。

　
図
書
館
が
地
域
書
店
か
ら

図
書
を
購
入
す
る
な
ど
の
支

援
の
た
め
に
、
地
域
書
店
の

認
証
制
度
を
設
け
て
お
り
、

韓
国
書
店
組
合
連
合
会
が
２

年
に
１
回
の
調
査
で
認
定
し

て
い
る
と
い
う
。「
日
本
で

も
官
公
庁
の
入
札
で
の
値
引

き
問
題
や
、
図
書
館
が
地
域

書
店
か
ら
図
書
を
購
入
す
る

と
い
っ
た
こ
と
を
制
度
化
す

る
た
め
に
は
必
要
だ
ろ
う
。

統
計
や
研
究
の
重
要
性
も
感

じ
た
」（
松
木
専
務
理
事
）

と
い
う
。

　
た
だ
、
韓
国
に
お
い
て
も

出
版
市
場
の
縮
小
は
続
い
て

お
り
、
必
ず
し
も
出
版
社
や

書
店
に
と
っ
て
良
い
環
境
で

あ
る
わ
け
で
は
な
い
。「
読

書
の
状
況
は
日
本
と
同
様
の

よ
う
だ
が
、
国
が
書
店
政
策

に
早
め
に
手
を
つ
け
た
と
い

う
こ
と
だ
と
思
う
」
と
松
木

専
務
理
事
。
減
少
し
続
け
て

き
た
書
店
数
は
、
小
規
模
な

個
人
書
店
な
ど
の
創
業
で
こ

こ
数
年
は
増
加
に
転
じ
て
い

る
と
も
い
う
。

　
特
に
出
版
、
書
店
業
界
を

支
援
す
る
政
策
を
推
進
す
る

う
え
で
、
韓
国
で
は
「
国
家

知
識
競
争
力
を
強
化
す
る
た

め
出
版
文
化
の
多
様
性
を
守

る
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
よ

く
聞
か
れ
た
と
い
う
。
こ
う

し
た
認
識
を
社
会
が
共
有
す

る
土
壌
作
り
も
業
界
と
し
て

必
要
な
こ
と
の
よ
う
だ
。

JPIC と韓国出版文化産業振興院の協約調印式
（振興院ソウル事務所で）

　
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー

（
Ｔ
Ｒ
Ｃ
）
は
４
月
27
日
に

開
い
た
株
主
総
会
で
、
新
役

員
体
制
を
決
め
た
。
小
澤
嘉

謹
代
表
取
締
役
会
長
は
相
談

役
に
就
任
し
た
。

　
　
◇　
　
◇　
　
◇

〈
新
役
員
体
制
〉

代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
　
　
　
谷
一　
文
子

取
締
役　
　
　
細
川　
博
史

同　
　
　
　
　
高
橋　
安
澄

同　
　
　
　
　
瀬
戸　
竜
次

同　
　
　
　
　
菅
野　
耕
一

同　
　
　
　
　
関
口　
　
弘

同　
　
　
　
　
森　
　
孝
司

同　
　
　
　
　
渡
辺　
太
郎

同　
　
　
　
　
木
下　
勝
義

同
（
非
常
勤
）

　
　
　
　
　
　
中
川　
清
貴

（
丸
善
Ｃ
Ｈ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
代
表
取
締
役
会
長
）

同
（
非
常
勤
）

　
　
　
　
　
　
五
味　
英
隆

（
丸
善
Ｃ
Ｈ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
代
表
取
締
役
社
長
）

監
査
役　
　
　
吉
田　
真
一

（
丸
善
Ｃ
Ｈ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
取
締
役
監
査
等
委

員
）

監
査
役
（
非
常
勤
）

　
　
　
　
　
　
佐
藤　
隆
信

（
新
潮
社
代
表
取
締
役
社
長
）

同
（
同
）　　

今
村　
正
樹

（
偕
成
社
代
表
取
締
役
社
長
）

同
（
同
）　　

瀬
山　
朋
広

（
大
日
本
印
刷
事
業
推
進
本

部
本
部
長
）

小
澤
氏
が

相
談
役
に

図書館流通センター
〈
新
役
員
体
制
〉

代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
　
　
　
矢
野　
正
也

（
丸
善
Ｃ
Ｈ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
取
締
役
）

専
務
取
締
役　
髙
田　
恭
功

取
締
役
経
営
本
部
長
兼
経
営

企
画
部
長　
　
堀
場　
武
彦

（
第
一
鋼
鉄
工
業
所
代
表
取

締
役
社
長
）

同
Ｃ
Ｉ
Ｏ　
　
江
川　
裕
仁

同　
　
　
　
　
五
味　
英
隆

（
丸
善
Ｃ
Ｈ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
代
表
取
締
役
社
長
）

同　
　
　
　
　
中
川　
清
貴

（
丸
善
Ｃ
Ｈ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
代
表
取
締
役
会
長
）

同　
　
　
　
　
安
藤　
昭
子

（
編
集
工
学
研
究
所
代
表
取

締
役
社
長
）

監
査
役　
　
　
福
島　
良
和

（
大
日
本
印
刷
事
業
推
進
本

部
事
業
推
進
部
）

同(

社
外)　
佐
藤　
正
典

（
公
認
会
計
士
）

執
行
役
員
首
都
圏
支
社
長

　
　
　
　
　
　
井
上　
賢
一

同
社
長
付
新
規
事
業
開
発
担

当　
　
　
　
　
安
藤　
　
繁

同
ま
な
び
と
空
間
事
業
部
長

　
　
　
　
　
　
辻
井　
康
裕

　
ポ
プ
ラ
社
と
学
研
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
学
研
Ｈ
Ｄ
）

は
５
月
12
日
、
業
務
提
携
契

約
を
締
結
し
た
。
業
務
提
携

を
通
じ
て
、
ポ
プ
ラ
社
の
児

童
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
・
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
Ｉ
Ｐ
と
、
学
研
Ｈ

Ｄ
が
展
開
す
る
絵
本
・
児
童

書
や
学
習
参
考
書
、
教
室
・

塾
と
い
っ
た
学
び
の
コ
ン
テ

ン
ツ
・
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合

わ
せ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
Ｉ
Ｐ

ビ
ジ
ネ
ス
の
協
働
展
開
と
、

出
版
を
中
心
と
し
た
既
存
事

業
の
効
率
化
と
拡
大
に
取
り

組
む
。

　
ポ
プ
ラ
社
は
、
海
外
展
開

や
Ｉ
Ｐ
事
業
も
推
進
す
る
ほ

か
、
２
０
２
１
年
度
か
ら
こ

ど
も
の
学
び
事
業
「
こ
ど

も
っ
と
ラ
ボ
」を
立
ち
上
げ
、

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
に
も

参
入
。
学
研
Ｈ
Ｄ
は
、教
室・

学
習
塾
運
営
、
出
版
お
よ
び

園
・
学
校
支
援
を
は
じ
め
と

す
る
教
育
事
業
、
高
齢
者
住

宅
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
医

療
福
祉
事
業
を
展
開
。

　
両
社
が
有
す
る
子
ど
も
向

け
の
コ
ン
テ
ン
ツ
や
Ｉ
Ｐ
、

ユ
ー
ザ
ー
タ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト

を
組
み
合
わ
せ
、
国
内
外

を
問
わ
ず
新
た
な
価
値
を
創

造
・
提
供
す
る
と
と
も
に
、

読
書
・
学
び
環
境
の
向
上
や

出
版
流
通
の
維
持
強
化
に
資

す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
に
お
い

て
は
、
ポ
プ
ラ
社
傘
下
の
上

海
蒲
蒲
蘭
文
化
発
展
有
限
公

松
尾
氏
が

顧
問
に

丸善雄松堂

司
と
、
学
研
Ｈ

Ｄ
の
中
国
拠
点

で
あ
る
学
研
上

海
有
限
公
司
で

連
携
し
、
両
社

の
中
国
展
開
を

加
速
さ
せ
る
。

同
時
に
、
学
研

Ｈ
Ｄ
が
グ
ロ
ー

バ
ル
戦
略
の
重

点
エ
リ
ア
と
位

置
付
け
て
い
る

ベ
ト
ナ
ム
を
は

じ
め
と
す
る
東
南
ア
ジ
ア
や

中
東
へ
の
取
り
組
み
も
、
幼

児
教
育
を
軸
に
協
働
推
進
す

る
。出
版
事
業
に
お
い
て
も
、

北
米
・
欧
州
版
権
ビ
ジ
ネ
ス

の
協
働
展
開
を
図
る
。

　
さ
ら
に
、
海
外
市
場
に

フ
ィ
ッ
ト
し
た
コ
ン
テ
ン

ツ
・
Ｉ
Ｐ
の
共
同
開
発
に
も

取
り
組
む
。

　
出
版
を
は
じ
め
と
す
る
既

存
事
業
の
成
長
で
は
、
書
店

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
共
同
実

施
や
、
Ｄ
Ｘ
も
活
用
し
た
物

流
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
の

改
革
に
協
働
で
取
り
組
み
、

既
存
出
版
ビ
ジ
ネ
ス
の
効
率

化
と
成
長
を
図
る
。
ま
た
、

学
研
Ｈ
Ｄ
が
持
つ
、幼
保
園・

学
童
保
育
・
学
校
・
学
研
教

室
・
塾
と
い
っ
た
顧
客
と
の

リ
ア
ル
な
タ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト

を
活
用
し
、
出
版
ビ
ジ
ネ
ス

に
お
け
る
新
た
な
販
路
開
拓

に
も
取
り
組
む
。

ポプラ社・千葉均社長（左）と学研ホー
ルディングス・宮原博昭社長

ポ
プ
ラ
社
と
学
研
Ｈ
Ｄ

　

海
外
展
開
な
ど
で
業
務
提
携
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